
ダイエー工業
　
ダ
イ
エ
ー
工
業
は
韓
国
Ｃ
Ｋ
ワ
ー
ル

ド
と
共
同
で
、
パ
ル
ス
ジ
ェ
ッ
ト
集
塵

機
内
の
ダ
ス
ト
を
高
効
率
で
落
と
す
装

置
「
Ｃ
Ｋ
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
」
を
開

発
、
発
売
し
た
。
従
来
型
ノ
ズ
ル
比
２

―
２
・
５
倍
の
風
量
が
得
ら
れ
、
濾
布

の
長
寿
命
化
や
ダ
ス
ト
の
払
い
落
と
し

作
業
の
短
縮
に
よ
る
稼
働
率
向
上
と
消

費
電
力
削
減
が
期
待
で
き
る
。

　
既
存
の
パ
ル
ス
ジ
ェ
ッ
ト
集
塵
機
に

簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
、
新
規
設
備
を

導
入
せ
ず
に
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
容
量
の

半
減
な
ど
高
効
率
化
・
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
可
能
だ
。
プ
ラ
ン
ト
業
界
の

数
社
が
採
用
を
決
め
た
ほ
か
、
集
塵
機

メ
ー
カ
ー
が
集
塵
機
の
開
発
で
採
用
を

検
討
し
て
い
る
。

大気汚染物質対応などでより一層の活躍が期待される集塵機
　
集
塵
機
は
製
造
工
程
や
、
焼
却
炉
、
粉
砕
機
な
ど
で
発
生
す
る
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ

を
捕
集
し
、
空
気
の
清
浄
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
一
方
、
中
国
で
の
深
刻
な
大
気
汚
染
の

発
生
で
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
直
径
２
・
５

以
下
の
微
小
Ｐ
Ｍ

Ｐ
Ｍ
２
・
５

や
、
新
し
い
条
約
の
案
で
大
気
へ
の
排
出
削
減
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
水
銀
。
集
塵

機
は
こ
う
し
た
物
質
な
ど
へ
の
対
応
で
、
よ
り
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

モ
ノ
づ
く
り
高
品
質
化
へ
ク
リ
ー
ン
環
境
を
支
え
る

対
策
急
務
Ｐ
Ｍ
２
・
５
水
銀
に
関
す
る
条
約
も
採
択
へ

製油所で発生するばいじんの排出抑制に
対応する電気集塵機（富士石油提供

東
日
本
大
震
災
で
発

生
し
た
災
害
廃
棄
物

の
処
理
で
、国
が
代

行
し
て
建
設
し
た
仮

設
焼
却
炉
施
設
に
組

み
込
ま
れ
た
箱
型
の

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

福
島
県
相
馬
市

　
環
境
負
荷
の
低
減
や
、
モ
ノ

づ
く
り
の
高
品
質
化
に
向
け

て
、
大
気
汚
染
を
防
止
す
る
装

置
や
機
器
の
役
割
が
重
要
と
な

っ
て
い
る
。
大
気
汚
染
の
発
生

源
に
は
工
場
な
ど
の
固
定
発
生

源
、
自
動
車
な
ど
の
移
動
発
生

源
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
固
定
発

生
源
に
よ
る
大
気
汚
染
を
防
ぐ

た
め
に
、
集
塵
機
を
は
じ
め
、

排
煙
脱
硫
や
排
煙
脱
硝
、
排
ガ

ス
処
理
な
ど
の
装
置
が
あ
る
。

　
工
場
の
製
造
工
程
な
ど
か
ら

大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
ば
い
じ

ん
や
粉
塵
な
ど
の
Ｐ
Ｍ
は
、
そ

の
も
の
が
有
害
で
あ
る
。
そ
れ

ら
に
硫
黄
酸
化
物

Ｓ
Ｏ
Ｘ

や
窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

な

ど
が
加
わ
る
と
さ
ら
に
有
害
性

が
高
ま
る
懸
念
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
集
塵
機
は
Ｐ

Ｍ
を
捕
集
し
、
ク
リ
ー
ン
な
環

境
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
。
粉

塵
の
処
理
方
法
や
、
必
要
と
さ

れ
る
捕
集
率
、
あ
る
い
は
適
用

さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
方
式
が
あ
る
。
主
な

も
の
と
し
て
、
遠
心
力
集
塵
機

サ
イ
ク
ロ
ン

や
、
粒
子
を

強
振
さ
せ
、
相
互
衝
突
さ
せ
る

音
波
集
塵
機
、
慣
性
力
集
塵

機
、
重
力
集
塵
機
、
洗
浄
集
塵

機
、
静
電
気
を
利
用
し
た
電
気

集
塵
機
、
濾
過
集
塵
機
な
ど
が

あ
る
。

　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、

濾
過
式
の
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

や
、
電
気
集
塵
機
が
あ
る
。
高

い
集
塵
効
率
を
安
定
し
て
維
持

で
き
る
た
め
、
国
内
外
で
広
く

用
い
ら
れ
て
い
る
。
圧
縮
空
気

に
よ
る
衝
撃
波
で
フ
ィ
ル
タ
ー

に
付
着
し
た
粉
塵
を
強
力
に
払

い
落
と
す
方
式
を
採
用
し
た
も

の
も
あ
る
。

　
集
塵
機
の
市
場
は
、
民
間
需

要
が
主
体
で
、
官
公
需
要
の
割

合
が
小
さ
い
。
さ
ら
に
民
間
需

要
先
は
多
種
多
様
な
産
業
分
野

に
わ
た
っ
て
い
る
。
製
造
業
で

は
鉄
鋼
や
機
械
、
非
鉄
金
属
、

化
学
、
窯
業
、
石
油
化
学
、
パ

ル
プ
・
紙
、
食
品
、
石
油
石

炭
、
繊
維
な
ど
が
、
非
製
造
業

で
は
電
力
や
鉱
業
、
廃
棄
物
処

理
な
ど
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
金
属
の
溶
接
作
業

現
場
で
発
生
す
る
溶
接
ヒ
ュ
ー

ム
を
発
生
源
で
捕
集
す
る
た
め

に
、
自
由
に
移
動
で
き
る
ポ
ー

タ
ブ
ル
タ
イ
プ
の
集
塵
機
が
登

場
し
て
い
る
。
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム

は
高
温
で
発
生
し
た
金
属
や
フ

ラ
ッ
ク
ス

融
剤

が
大
気
中

で
冷
却
さ
れ
て
発
生
す
る
微
細

な
鉱
物
性
粉
塵
。
発
生
源
で
捕

集
す
る
こ
と
で
人
体
へ
の
害
を

防
ぐ
ほ
か
、
周
囲
の
汚
れ
や
臭

い
の
予
防
に
も
役
立
つ
。

　
石
油
製
品
な
ど
を
供
給
す
る

製
油
所
の
ボ
イ
ラ
や
加
熱
炉
な

ど
か
ら
発
生
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｘ
や
Ｎ

Ｏ
Ｘ
、
ば
い
じ
ん
な
ど
の
排
出

を
抑
制
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
製
油
所
で
は

各
装
置
か
ら
副
生
す
る
石
油
精

製
ガ
ス
を
主
と
す
る
良
質
燃
料

を
使
う
と
と
も
に
、
電
気
集
塵

機
や
サ
イ
ク
ロ
ン
に
よ
っ
て
ば

い
じ
ん
の
排
出
防
止
に
努
め
て

い
る
。

　
火
力
発
電
所
で
は
石
炭
が
燃

焼
し
た
と
き
に
発
生
す
る
ば
い

じ
ん
を
排
ガ
ス
か
ら
取
り
除
く

た
め
に
、
電
気
集
塵
機
が
稼
働

し
て
い
る
。
電
極
に
付
着
し
た

ば
い
じ
ん
を
、
定
期
的
に
電
極

を
振
動
さ
せ
る
こ
と
で
払
い
落

と
し
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
３
月

日
の
東

日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
災
害

廃
棄
物
を
焼
却
処
理
す
る
た
め

に
、

年
５
月
末
現
在
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
で
、

基
の
仮
設
焼
却
炉
が
稼
働
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
福

島
県
の
相
馬
市
と
新
地
町
か
ら

災
害
廃
棄
物
処
理
の
要
請
が
あ

っ
た
こ
と
を
受
け
、
国
が
代
行

し
て
建
設
し
た
初
め
て
の
仮
設

焼
却
炉
が
、

年
２
月
に
同
市

内
で
本
格
処
理
を
始
め
た
。
本

格
処
理
に
入
っ
た
仮
設
焼
却
炉

は
３
基
で
、
破
砕
・
選
別
処
理

後
の
可
燃
物
に
対
応
し
て
い

る
。
こ
の
仮
設
焼
却
炉
３
基
の

そ
れ
ぞ
れ
に
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

が
使
わ
れ
て
い
る
。
万
一
、
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
濾
布
の
破
損

が
生
じ
た
場
合
、
早
期
に
発
見

で
き
る
よ
う
に
バ
グ
フ
ィ
ル
タ

ー
の
後
段
に
ダ
ス
ト

モ
ニ
タ
ー

ば
い
じ

ん
濃
度
計

を
設
置

し
て
い
る
。

　
海
外
で
も
集
塵
機

の
需
要
が
広
が
っ
て
い
る
。
新

興
国
の
イ
ン
ド
で
は
、
発
電
所

や
製
鉄
所
の
建
設
計
画
が
多
数

進
行
し
て
い
る
ほ
か
、
環
境
規

制
の
強
化
も
想
定
さ
れ
、
高
い

性
能
を
持
つ
集
塵
機
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
日
本
産
業
機
械
工
業
会
が
ま

と
め
た

年
度
の
集
塵
装
置
受

注
額
は
、
前
年
度
比

・
８
％

減
の
１
０
９
億
３
７
０
０
万
円

で
、
２
年
ぶ
り
に
前
年
度
実
績

を
下
回
っ
た
。

年
度
受
注
額

の
内
訳
を
み
る
と
、
国
内
の
民

間
需
要
は
機
械
や
石
油
化
学
、

繊
維
向
け
が
増
え
た
も
の
の
、

電
力
や
鉄
鋼
向
け
な
ど
の
減
少

か
ら
同

・
２
％
減
の

億
２

３
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
機
械

向
け
は
同

％
増
の

億
８
０

０
万
円
、
石
油
化
学
向
け
が
同

４
・
１
倍
の
４
億
１
７
０
０
万

円
、
繊
維
向
け
が
同

％
増
の

３
３
０
０
万
円
。
こ
れ
に
対
し

て
鉄
鋼
向
け
は
同

・
１
％
減

の

億
３
４
０
０
円
、
電
力
向

け
が
同

・
６
％
減
の

億
４

２
０
０
万
円
と
大
き
く
落
ち
込

ん
だ
。
鉄
鋼
向
け
は
設
備
投
資

が
低
調
だ
っ
た
た
め
。
電
力
向

け
は
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と

し
た
原
子
力
発
電
所
の
停
止
に

伴
う
火
力
発
電
の
立
ち
上
げ
な

ど
に
よ
っ
て
需
要
が
高
か
っ
た

年
度
の
反
動
が
顕
著
に
出

た
。

　
国
内
の
官
公
需
要
は
同

・

４
％
減
の
７
億
５
３
０
０
万

円
、
海
外
需
要
が
同

％
増
の

億
６
１
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
直
径

以
下
の
粒
子
で
あ
る
浮
遊
粒
子

状
物
質

Ｓ
Ｐ
Ｍ

に
比
べ

て
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
や

す
い
。
呼
吸
器
系
へ
の
影
響
に

加
え
、
循
環
器
系
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
環
境
省
の
中
央

環
境
審
議
会

中
環
審

の
専

門
委
員
会
で

年
９
月
に
Ｐ
Ｍ

２
・
５
の
環
境
基
準
が
設
定
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
同
省
は

年

３
月
に
常
時
監
視
の
実
施
方
法

を
示
す
「
事
務
処
理
基
準
」
や

「
環
境
大
気
常
時
監
視
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
改
正
。

年
７
月
に

「
成
分
分
析
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｍ
２
・

５
の
常
時
監
視
体
制
の
整
備
を

図
っ
て
き
た
。

　
日
本
国
内
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に

よ
る
大
気
汚
染
の
状
況
は
、
大

気
汚
染
防
止
法
に
基
づ
く
工
場

・
事
業
場
な
ど
の
ば
い
煙
発
生

施
設
の
規
制
や
自
動
車
排
ガ
ス

規
制
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
間
の

平
均
的
な
濃
度
は
減
少
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、

年
度
に
お

け
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
環
境
基
準

達
成
率
は
、
一
般
環
境
大
気
測

定
局
で

・
４
％
、
自
動
車
排

ガ
ス
測
定
局
で
８
・
３
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
中
国
で
は

年
１
月

日
頃
か
ら
、
北
京
市

を
中
心
に
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど

に
よ
る
大
規
模
な
大
気
汚
染
が

断
続
的
に
発
生
し
た
。
こ
れ
ま

で
も
同
様
の
現
象
の
発
生
は
あ

っ
た
が
、
今
回
は
特
に
深
刻
か

つ
広
範
囲
で
あ
り
、
健
康
へ
の

影
響
の
ほ
か
、
高
速
道
路
閉

鎖
、
航
空
便
欠
航
、
高
速
鉄
道

運
行
停
止
な
ど
交
通
に
も
大
き

な
支
障
を
来
し
た
。
汚
染
物
質

が
滞
留
し
や
す
い
気
象
条
件

下
、
自
動
車
の
排
ガ
ス
、
集
中

暖
房
で
の
石
炭
使
用
、
工
場
の

ば
い
煙
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｍ
２
・

５
を
含
む
大
気
汚
染
物
質
の
大

量
発
生
が
原
因
と
さ
れ
て
い

る
。
西
日
本
で
広
域
的
に
環
境

基
準
を
超
え
る
濃
度
が
一
時
的

に
観
測
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
日
本
で
も
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に

よ
る
大
気
汚
染
に
つ
い
て
国
民

の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
２
月

日
に
は

同
省
が
設
置
し
た
専
門
家
会
合

で
、
注
意
喚
起
の
た
め
の
暫
定

的
な
指
針
が
ま
と
ま
っ
た
。
健

康
影
響
が
出
現
す
る
可
能
性
が

高
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
濃
度

水
準
と
し
て
、
注
意
喚
起
の
た

め
の
暫
定
的
な
指
針
と
な
る
値

を
、
１
日
平
均
値
で
１
立
方

当
た
り

と
定
め
て
い

る
。

　
５
月
に
北
九
州
市
で
開
か
れ

た
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
三
カ

国
環
境
大
臣
会
合
で
は
、
Ｐ
Ｍ

２
・
５
な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染

に
つ
い
て
、
今
後
の
協
力
を
検

討
す
る
た
め
、
三
カ
国
に
よ
る

政
策
対
話
を
新
た
に
設
け
る
こ

と
で
合
意
し
た
。

　
国
連
環
境
計
画
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

の
も
と
、
水
銀
に
関
す
る
条
約

を
制
定
す
る
た
め
、

年
１
月

に
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
政

府
間
交
渉
委
員
会

Ｉ
Ｎ
Ｃ

の
第
５
回
会
合
が
開
か
れ
た
。

こ
こ
で
条
約
の
条
文
案
が
合
意

さ
れ
、
条
約
の
名
称
が
水
銀
に

関
す
る
水
俣
条
約
に
決
定
し

た
。
併
せ
て

月
９
―

日
に

条
約
の
採
択
・
署
名
の
た
め
の

外
交
会
議
が
熊
本
市
と
水
俣
市

で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
で
は

年
２
月
の

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
第

回
管
理
理
事
会

で
、
水
銀
が
人
の
健
康
や
環
境

に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

た
め
、
国
際
的
な
水
銀
の
管
理

に
関
し
て
法
的
拘
束
力
の
あ
る

文
書

条
約

を
制
定
す
る
こ

と
を
決
定
。
同
時
に
そ
の
た
め

の
Ｉ
Ｎ
Ｃ
を
設
置
し
て

年
ま

で
の
取
り
ま
と
め
を
目
指
す
こ

と
が
合
意
さ
れ
た
。

　
１
月
に
合
意
さ
れ
た
条
文
案

に
は
「
水
銀
供
給
の
削
減
と
国

際
貿
易
の
削
減
」
「
製
品
へ
の

水
銀
使
用
の
削
減
」
「
製
造
プ

ロ
セ
ス
に
お
け
る
水
銀
の
使
用

削
減
」
「
大
気
へ
の
排
出
」
な

ど
が
あ
る
。

　
大
気
へ
の
排
出
に
つ
い
て

は
、
石
炭
火
力
発
電
所
、
石
炭

火
力
産
業
用
ボ
イ
ラ
、
非
鉄
金

属
精
錬
施
設
、
廃
棄
物
燃
焼
処

理
施
設
、
セ
メ
ン
ト
製
造
施
設

を
対
象
に
、
排
出
削
減
対
策
を

実
施
す
る
。
新
設
施
設
に
は
利

用
可
能
な
最
良
の
技
術

Ｂ
Ａ

Ｔ

と
環
境
の
た
め
の
最
善
の

慣
行

Ｂ
Ｅ
Ｐ

の
適
用
を
義

務
付
け
る
。
既
存
施
設
に
は

排
出
管
理
目
標

排
出
限
度
値

Ｂ
Ａ
Ｔ
と
Ｂ
Ｅ
Ｐ

水
銀
の

排
出
管
理
に
効
果
の
あ
る
複
数

汚
染
物
質
管
理
戦
略

代
替
的

措
置
―
か
ら
一
つ
以
上
を
選
択

し
、
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。

　
Ｂ
Ａ
Ｔ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

は
、

月
の
外

交
会
議
が
終
了
し
た
後
に
開

く
、
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

第
一
回
会
合
で
採
択
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
Ａ
Ｔ
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
策
定
作
業
は
ま
だ
、

始
ま
っ
て
い
な
い
。

　
条
約
は

月
の
外
交
会
議
で

署
名
・
採
択
さ
れ
た
後
、

カ

国
が
批
准
し
て
か
ら

日
後
に

発
効
す
る
。

　
今
後
、
水
銀
の
排
出
削
減
に

関
し
て
、
集
塵
機
の
役
割
は
、

大
き
く
な
り
そ
う
だ
。

有力各社の製品・技術〈順不同〉

ホーコス
　
ホ
ー
コ
ス
の
環
境
改
善
機
器
部
門
は

高
精
度
に
粉
塵
を
除
去
す
る
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
や
湿
っ
た
粉
体
捕
集
に
最
適
な

湿
式
集
塵
機
を
製
造
、販
売
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
機
械
工
場
の
環
境
を
改
善

す
る
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
コ
レ
ク
タ
ー
、
悪

臭
を
除
去
し
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
脱

臭
装
置
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
。

　
２
月
に
発
売
し
た
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
コ

レ
ク
タ
ー
「
ミ
ス
ト
イ
ー
タ
ー
Ｚ
」

は
、
デ
ミ
ス
タ
ー
な
ど
を
一
切
用
い
な

い
完
全
フ
ィ
ル
タ
ー
レ
ス
構
造
。
独
自

の
サ
イ
ク
ロ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
「
Ｚ
サ

イ
ク
ロ
ン
」
で
直
径
２

以
上
の
ミ

ス
ト
を

％
以
上
除
去
す
る
高
性
能
な

が
ら
、
動
力
は
従
来
比
２
分
の
１
と
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
達
成
し
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ６月２８日 金曜日 　　


